










乳児の頭部 CT データのうち、正常頭蓋と判断された 20 例を収集した。CT データを相同モデ









ける 3 次元的要素を抽出した。第 1 主成分は頭蓋の大きさ、第 2 主成分は頭蓋の前傾および後
傾、第 3主成分は斜頭症様の変化を示した。第 4と第 5 主成分は頭蓋の縦横径に関係していた。
第 6主成分は側頭部の突出、第 7主成分は、後頭部の突出に関連していた。第 2、4、5主成分は
頭蓋の前後径に直接的に関与するが現在の臨床指標ではいずれの変化も長頭・短頭変化を表す




考えられた。また、第 3 主成分の斜頭様変化は変形性斜頭症の分類である Argenta の grading に
極めて類似しており、既存の形態分類を裏付ける結果を導くことができることも示唆された。 
これらの結果から、相同モデルは頭蓋形態を 3次元的・網羅的に解析する為の手段として大変
有用であると考えられた。 
 
